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Ⅰ はじめに 
本校の帰国生（帰国生入試枠で入学した生徒）教育は
1979 年に受け入れを開始して以来、今年で 40 年目にな
る。本校の帰国生教育は、時代の変化にともなって、「適
応教育」主体から「個に応じる教育」へと変化してきたこ
とに特色を持つ。海外生活の中で育んできた生徒達の能力
を日本の中学校生活で、いかに発揮させ、支援していくの
か。「帰国生補充学習・発展学習」の年間指導や実践事例
を紹介するとともに、今年度の「文化祭での帰国生発表」
の取り組みについて報告する。 
 
Ⅱ 本校における帰国生教育の目的 
１．一般生との交流を図り、国際理解を探るとともに、互 
いに啓発し合う生徒指導を重視する。 
２．学校生活を通して、日本での生活適応を図る。 
３．日本語の知識・能力の不足を補充する。 
４．海外教育条件に伴う未学習内容を補充する。 
 
Ⅲ 帰国生徒数と滞在地域 
１．各学年男女別内訳      （単位：人） 
学年 男子 女子 合計 
1 年 5 7 12 
2 年 7 4 11 
3 年 6 6 12 
計 18 17 35 
 
２．滞在地域別内訳       （単位：人） 
学年 アジア 欧州 北米 豪州 
1 年 8 3 5 1 
2 年 5 2 5 0 
3 年 6 7 4 1 
計 19 12 14 2 
※数字は、のべ人数 （平成 30 年4 月1 日現在） 
 
Ⅳ 帰国生向け年間行事 
月 主な活動 
4 月 新入生体験入学会 第一回保護者会  
5 月 二者面談 
6 月 補充（発展）学習開始（以後１月まで） 
7 月 第二回保護者会 文化祭打ち合わせ会  
10 月 文化祭参加 
2 月 体験入学会打ち合わせ会 
3 月 進路交流会 二者面談 
 
Ⅴ 帰国生補充・発展学習 
１．帰国生補充学習・発展学習の詳細 
（１）対象生徒 
 1 年生全員と 2、3 年生の希望者 
 
（２）期間と時間 
補充学習：6 月～1 月  年間 17 回 
木曜日の放課後 1 回あたり 1 時間 
発展学習：6 月～12 月  年間 10 回 
金曜日の放課後 1 回あたり 45 分 
 
（３）展開科目 
補充学習：国語・社会・数学・理科 
発展学習：英語 
 
（４）指導者 
五教科の教諭およびスクールサポータ  ー
 
（５）希望教科の決定方法 
生徒・大学生ともに、第二希望を取り調整 
 
２．帰国生補充学習・発展学習の成果・課題 
 全 17 回の帰国生補充学習の終了時に、生徒は、振り返
り用紙を通して、自らの補充学習に対する取り組み方を反
省した。「補充学習を受けてよかったと思うことはどのよ
うなことでしたか。」の質問に対し、複数選択式の回答で
は、「補充学習の時間が気軽に質問しやすい場として活用
しやすかった。」（91％）、「テスト前などに範囲の内
容について質問できる場として活用しやすかった。」
（91％）と高く、補充学習が生徒にとって質問しやすい場
であることがわかった。しかしながら、「苦手な意識は軽
減されましたか。」の質問に対しては、「とても軽減した」
（26％）、「多少は軽減した」（47％）、「部分的に軽
減した・全く軽減しなかった」（26％）と感じ方にばら
つきがあり、帰国生にとって海外滞在の未学習の部分、日
本語や各教科の学習用語に関する不安等を補う一助とな
ったかどうか課題が残る。今後、生徒の補充学習に向かう
意識作り、補充学習に協力できる学生のサポーター確保に
ついて、配慮していく必要がある。大学との連携を強化し、
個別の支援を担える人材を確保したい。 
 発展学習に関しては、今年度も千葉大学の English 
House の協力を得て充実した取り組みをすることができ
た。発展学習の成果と課題については、次の３.補充学習・
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発展学習の実践内容で詳述する。 
 
３．補充学習・発展学習の実践内容 
＜国語科＞ 
（１）実施状況 
  指導教諭 1 人 
大学院生 1 人 （女性1 人） 
大学生   1 人 （女性1 人）  
生 徒  1 年生 1 人（女子 1 人） 
         2 年生 2 人（男子 1 人 女子1 人） 
         3 年生 1 人（男子 1 人） 
（２）学習場所  図書室 
（３）学習教材と内容 
 ・1 年 文法中心 古典、ことわざ、慣用句など 
 ・2 年 テストの予習・復習 説明文、古文、文法など 
・3 年 受験漢字や論説文の読解中心 
（４）成果と課題 
 帰国生の学力を知るために、どのくらいのブランク
があるのか、どの年次の学習が抜けているのか、特に、
国語に対して苦手意識を持つ生徒たちであるため、随
時ヒアリングを行い、共に学ぶという姿勢で指導を行
うように促した。 
 今年度、担当した生徒に共通して言えることは、「読
むこと」について特に苦手意識を持っているというこ
とだ。例えば、定期テストなどでは、多様で文章量の
多い論説文を決められた時間の中で読み解かなければ
ならない。初めは、記述問題について解答を諦めてし
まう傾向が見られたので、問題集を用意し、毎回解答
時間の目安を決め、時間を意識して、文章問題に根気
強く取り組ませた。結果、たくさんの文章に触れられ
たこと以外にも、解答を全て埋めることができるよう
になったり、粘り強く取り組む姿勢や態度も育まれた
り、多くの収穫を得ることができた。 
 一方で、どうしても定期テストに向けた学習や塾の
復習というような学習になってしまうことがある。帰
国生が社会に出たときに、困らないようにすることや
自身の生活をより豊かにできるよう、実生活に結びつ
くような学習をどうマネジメントするかが課題であ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ 教材を用いて、文法の学習をしている様子 
 
＜社会科＞ 
（１）実施状況   
指導教諭 1 人 
大学院生 1 人 （女性1 人） 
大学生  1 人 （男性1 人） 
      生 徒    1 年生 5 人（男子3 人 女子2 人）            
（２）学習場所 社会科教室 
（３）学習教材と内容 
   自作教材・独自プリント 
  歴史 
・古代までの日本 
  ・中世の日本 
  ・近世の日本（織田信長まで） 
  地理 
・世界の国  々
・日本の都道府県 
・地図記号 
（４）成果と課題 
  生徒に事前にアンケートを行って、苦手な分野などを
調査し、生徒の実態と希望に添う形で補充学習を実施し
た。 
  歴史分野については多くの生徒が日本の歴史につい
て未履修だったことから、サポーターがプリントを作成
し、授業の内容を補強することで、生徒の不安を解消す
ることができた。地理分野においては、世界の国々や生
徒がこれまで生活していた地域についての理解はあっ
たが、日本の都道府県の位置や地図記号など、日本の地
理的な内容については、理解が伴っていなかったため、
様々な教材を用いて学習した。 
  課題としては、生徒一人ひとりが小学校で学んできて
いることが異なること、また、小学校での学習内容を振
り返りつつ、未修内容をどのように支援するか、社会科
としてどのように補充学習を進めるのか今後も考えて
いく必要がある。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真２  資料を活用した地理学習 
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＜数学科＞ 
（１）実施状況   
指導教諭 1 人 
大学院生 1 人 （女性1 人） 
大学生   6 人 （男性3 人 女性 3 人）  
生 徒  1 年生 5 人（男子 1 人 女子4 人） 
      2 年生 7 人（男子 4 人 女子3 人） 
         3 年生 1 人（女子 1 人） 
（２）学習場所 数学科教室 
（３）学習教材と内容 
教科書・ワーク・自作教材（独自プリントや教具） 
  ・1 年 1 次方程式他 
 ・2 年 連立方程式他 
・3 年 2 次方程式他 
（４）成果と課題 
今年度は、昨年度以上に数学を希望する生徒が多く、お
よそ生徒2人に1 人のサポーターがついて、指導をした。
個別に面談をした上で、生徒の苦手な分野を中心に学習が
進められるように、年間の学習計画を立てた。 
実際の指導は、苦手な分野の学習と授業の補習を行って
いる。理解できていない課題や、定期テストの対策や振り
返りなど、生徒が疑問に感じている箇所をサポーターが説
明する形をとった。また、生徒はワークで解いた問題を教
科書で確認したり、言葉の意味を一つずつ確認しながらの
指導を受けたりすることによって、どこでつまずいて、理
解ができていないのかを把握することができた。海外経験
が長く、小学校で学ぶべき内容が定着していない生徒にと
って、中学校に入学してからの不安を取り除けるため、補
充学習はよい学びの場となっている。 
しかし、運営面でサポーターの確保が年々難しくなって
きているため、時間の面で柔軟に対応できることを周知す
る等、多くのサポーターが集まる工夫を凝らしていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真３ 数学ワークを用いて学習する場面 
 
 
 
 
＜理科＞ 
（１）実施状況 
  指導教諭 1 人 
  大学生  1 人（女性1 人） 
生 徒  1 年生 1 人（男子 1 人） 
      3 年生 1 人（女子 1 人） 
（２）学習場所 第 1 理科教室 
（３）学習教材と内容 
  各学年のワーク、定期テスト直し 
  ・1 年（火山、火山噴出物、地震、 
   水溶液、光の反射、屈折、音の性質） 
  ・3 年（力、等速直線運動、惑星、遺伝、 
   化学変化と質量の変化、中和、地層） 
（４）成果と課題 
 サポーターの都合により第 5 回（9 月）からのスタート
となったが、振替などにより学習時間を確保することがで
きた。生徒からの要望に沿い、基本的には授業進度に合わ
せつつ、3 年生は 1・2 年次の復習も取り入れて、計画を
立てて学習を行うことができた。積極的に苦手分野の質問
を行うなど、意欲的に学習に臨む姿が見られた。 
 理科に苦手意識を持つ 2 人の生徒だが、それぞれ特徴は
異なる。1 年生徒は、概念理解はできているものの、それ
を言語表現することが苦手であった。日常生活において日
本語の不自由さは全くないが、理科の授業で用いる科学的
な表現に慣れていなかった。そのため、学習の最後に、理
解の確認をするため記述課題に取り組み、その添削指導を
受けた。3 年生徒は、韓国のインターナショナルスクール
に 2 年半在籍しており、日本の教育課程との違いにより、
算数・数学的な要素を用いた表やグラフの読み取り・活用
等に苦手意識があった。サポーターが、グラフが表してい
る 2 つの量とその関係性を解説しながら、自然現象と結び
つけて指導した。 
 課題として、補充学習を進めるにつれ明らかになっ
た生徒の特徴に適切に対応できたとは言い難いこと
が挙げられる。次年度は、担当教諭とサポーターの連
携をどのように取るか改善が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真４ ワークを用いて学習している様子 
51
＜英語科＞ 
（１）実施状況 
  指導教諭 1 人 ALT1 人 
  生 徒  1 年生 7 人（男子 3 人・女子4 人） 
  (英検準2 級以上かそれに準ずる英語力の希望者) 
（２）学習場所 English House（千葉大学内） 
（３）学習教材と内容 
  ・スウェーデンからの留学生やEnglish House 職員 
とのコミュニケーション活動（チャット・ディスカ 
ッション等） 
  ・iPad のアプリを利用したゲームやアクティビティ 
  ・小学生向けの絵本の作成 
  ・冬瓜を用いたジャックオーランタン作りやジンジャ  ー
クッキー作り等文化に親しむ活動 
（４）成果と課題 
英語発展学習の目的は、海外滞在時に習得した英語力の
保持・活用である。この学習を通して、English House
の職員、本校 ALT、千葉大学の留学生と英語で積極的に
会話をすることができた。今年度は従来行っていたコミュ
ニケーション活動だけではなく、生徒から新たに取り組み
たいことについて事前にアンケートを取り、帰国生の主体
性をより重んじるような取り組みとなるようにした。絵本
の作成や寸劇を英語で行いたいという意見が出たため、年
間を通した計画に取り入れ、絵本の原稿をワード等で作成
した。どのような絵本を作るのかという議論から始まり、
1 人ずつアイデアを出し合った後、文章を作成する班、挿
絵を作成する班、清書を完成させる班に分かれて作業し、
タブレットやノートパソコン等の ICT を利用して、充実
した活動を行った。最終的には、小学生向けに発音を指南
する絵本を作成することができた。 
生徒の中には、仲間と話す際に日本語を使用してしまう
ことがあり、最後の授業で、生徒自身からその点について
の反省があった。次年度は、帰国生に対し、英語力の保持・
活用という英語発展学習の本来の目的を、事前により詳し
く伝えておく必要がある。また、この活動で終わりにする
のではなく、日々の学校生活に活かせるような意識づけを
していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真５ 絵本の本文をワードファイルに打つ活動 
Ⅵ 文化祭での帰国生発表 
１．目的 
 帰国生は、入学時に一般学級への受け入れを実施してお
り、学校生活において日常的に帰国生全員で活動する機会
をほとんど持たない。そのため文化祭では、帰国生という
一団体として協力し合って活動し、級友、先生、保護者、
参観される外部の方々に滞在国の特徴や文化を発信する
ことを目的としている。また、自らの経験や個性を振り返
りながら、それらを披露したり、発揮したりすることをね
らっている。 
 
２．文化祭での「帰国生発表」の詳細について 
（１）実施状況 
  指導教諭 6 人 
  生 徒   帰国生 35 人全員 
（２）発表場所 
  英語科教室 
（３）発表タイトル 
「帰国生 We は何しに海外へ」 
（４）発表内容 
    今年度、「ディスプレイ部門」では、帰国生全員が滞
在国に関するミニポスターを作成して海外生活を知らせ
た。また「パフォーマンス部門」では、帰国生有志が参
観者に直接語りかけ、体験してもらうようなクイズや劇
に取り組んだ。 
 
【ディスプレイ部門】 
帰国生全員で1 つのものを創り上げるという目的で、夏
休み中に「文化編」と「学校編」のミニポスターを作成し、
世界地図に貼って展示した。それぞれ、実際の写真や細か
い解説をつけて、帰国生がどのような文化にふれ、学校生
活を送っていたのか、同級生や参観される方々にわかりや
すいように内容を工夫していた。文化祭当日は、同級生た
ちが、帰国生の海外生活の様子を、ミニポスターを通して
知り、興味深げに参観している姿が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真６ 「文化編」「学校編」で作成した世界地図 
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 【パフォーマンス部門】 
 昨年同様に今年度も、滞在していた国の文化や特性を伝
えるだけにとどまらず、滞在した国で伸ばした語学力を活
かした発表が多く見られた。以下に示したものが、実際に
行われたパフォーマンスである。 
 
〇英語・イタリア語で紙芝居 
「不思議の国のアリス」（生徒 2 人） 
〇シンガポール・イギリス・アメリカクイズ 
               （生徒3 人）   
〇アメリカ・中国・ドイツクイズ（生徒3 人） 
〇音読劇「海外の生活の 1 コマ」（生徒 3 人）  
〇英語劇「Jack and the Beanstalk」（生徒3 人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真７ 英語・イタリア語で紙芝居 
 
（５）成果と課題 
 今回の成果は、以前から取り組んでいる「パフォーマン
ス部門」に、「ディスプレイ部門」を全員で一つのものを
作り上げるというアイデアを新たに加えて、活動すること
ができたことである。帰国生 2・3 年生の感想には、「世
界地図や展示など今までにない新しいものをたくさん考
えられていて、すばらしい発表に仕上がったと思いまし
た。」「今年は例年とは違った新しい取り組みがあり、面白
かったです。帰国生全員で何か 1 つのものを作り上げるこ
とによってより一体として帰国生の発表ができたと思い
ます。」「今年は、リーダーだけでなく帰国生全体で協力で
きたのでよかったと思います。例年とは違い、新しいこと
に挑戦したのでより良いブースがつくれました。」（一部抜
粋）とあり、帰国生として協力し合うことができた喜びや、
連帯感を感じていたようだ。 
 一方、課題としては、帰国生として普段一緒に生活して
いないため、毎年文化祭の計画や準備の段階で、手探りで
あることが多く、前年の反省や改善点を十分に伝えられて
いない連携不足が挙げられる。帰国生の団体として、上級
生から下級生に、引き継ぎが上手くなされるような工夫を
考えさせていきたい。 
 
Ⅶ まとめ 
  本校の帰国生教育では、帰国生一人ひとりの学校生活に
対する不安を教育相談などで取り除き、個に応じた学習指
導や生徒指導を心がけている。滞在国での未学習部分や、
それに伴って生じた現時点での学習内容理解の難しさ、生
徒によっては日本語の知識・能力の不足等、様々な問題を
補充学習によって支援している。発展学習では、帰国生が
英語を活用する機会をつくって、言語力の保持に努めてい
る。 
また、帰国生だけではなく保護者に対しても支援をして
いる。年に 2 回の保護者会や卒業生の帰国生保護者による
「進路説明会」を実施し、帰国生としてどのように進路選
択をし、高等学校進学に向けて準備を進めたのか話を聞い
たり、今後の進路の参考になるような話しをお互いにした
りする場を設定している。これからも帰国生が海外で見に
受けた特性を伸長しながら、充実した学校生活を送れるよ
うに、帰国生教育の改善を図っていきたい。 
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